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ｼﾞｭｾﾞｯﾌﾟ･ナバロ･サンタウラリアとその文学

JoscpNavarroSantaeulAliailessevcsobres 

田澤耕 ･ＴＡＺＡＷＡＫｏ 

１．はじめに

本稿の目的は、現代カタルーニャ語文学の中堅作家として活躍するジュゼ

ップ･ナバロ･サンタウラリアとその作品を紹介することにある。

スペイン内戦（1936-39）後のカタルーニヤ語文学の歴史は、おおまかに

つぎのようにまとめることができる。’）

1131年のスペイン内戦終結後に成立したブランコによる独裁政権のカタル

ーニャ語文化弾圧の下で、カタルーニャの文学者たちは二つの道のうち一つ

を選ばざるを得なかった。一つは、地下に潜って文学活動を続けることであ

る。JoanPcrucho（1920-2003)、ManueldcPedrolo（1118-1,90)、Maria

Aur61iaCapmany（1118-1991)、JoscpMariaEspinds（1,27-）らはその道を選

んだ。もう一つの道は、国外亡命である。傑作「ダイヤモンド広場」２)によ

って我が国でもその名を知られるMcrc6Rodorcda(1109-1983)はフランスへ

亡命し、Ｐｅ正Calde応(1112-1194)やAve１.IiArtIs-GenenTisner，（1112-2000）ら

はメキシコに身を寄せた。

１９ﾌﾗ年にブランコが死去し、スペインが民主化への道を歩み始めると共に、

カタルーニャ語も文学語として市民権を取り戻す。潜伏していた作家たちは
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次々に作品を発表し、亡命していた作家たちも帰国し始めた。こうして戦後

カタルーニャ文学の基礎が作られたのである。このような流れを受け継いだ

のが、「70年世代」と呼ばれるようになる一群の若い作家たちであった。

JeslisMoncada（1,41-)、TbrcnciMoix（1942-)、Isabcl-ClaraSim6（1143-)、

JaumeFuster（'945-1118)、MontscrratRoig（'946-1992)、IaumcCabr6

(1947-八CarmcRicra（1,48-）らをその代表として挙げることができる。

その中にRamonSolsona（19ﾗ0-)、PcrranTbrrent（1151-)、QUimMonz6

(1152-)、MiqueldcPalol（],53-)、そして本稿で取り上げようとしている

IosepNavarroSantaeulAlia（'９５５－）らを含めることもできるとは思うが、筆者

としては、むしろこの世代を二つのグループに分ける立場を取りたい。その

理由は、年齢が若干上である第一のグループの文学的評価がすでに定まって

来ているのに対し、後者のグループには、今後どのように発展していくのか

注目したい作家が多いということによる。もっとも、Tbrrmt,Monz6は、す

でに代表作もいくつもあり、高い評価が定着しつつあるのだが。

このようなパースペクティブを考慮に入れれば、サンタウラリアのような

作家を取り上げるということは、作家自身を紹介するのみならず、今後のカ

タルーニャ語小説の行方を占うことにもなると考えられるのである。

以下、本稿では、まず、サンタウラリアの履歴を簡単に紹介し、その後に、

最新作である「水色の瞳」の梗概を載せる。作品の日本語訳が出版されてい

ない事情に鑑み、作風を紹介する上で有用であると判断するからである。最

後に、カタルーニャ文学の現状、自身の文学に関する、サンタウラリアとの

一問一答を掲載する。

２．ジュゼップ･ナバロ･サンタウラリアとその作品

ジュゼップ･ﾏﾘｱ･ｻﾝﾀｳﾗﾘｱは１１５５年､スペイン､カタルーニャ地

方、ジロナ県のバニョラスに生まれた。現在も同地で暮らしている。

この辺りは、中世にあって、イスラム教徒の手からもっとも早く奪還され
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たいわゆる「旧カタルーニャ」に属し、カタルーニャ的な文化がよく残って

いる地として知られている。バニョラスは火山性の美しい湖水で名高い、地

方の中都市である。後に述べるように、生まれ育ち、そして現在も生活して

いる土地の、このような風土や特色がその作品に色濃く反映されている。

サンタウラリアは、地元の高校でカタルーニャ文学を教える傍ら、詩人と

して文学的キャリアを開始した。「肉の記憶」Mcm6riadclacam（１，８６）がそ

の処女詩集で、MiqueldePalol賞という賞を受賞しているので、ある程度注

目されたものと考えられる。続いて、「ことばの問題：シンボリズムから純粋

詩へ」Qjiesti6demots:delsimbolismealapoesiapura（1,81）という、詩の言

語に関する評論を発表し、SalvadorEspriu賞を受けた。これは前の賞よりも

権威のある賞である。

1910年、初めての短編小説集「遺失物」ObjectcspeIdurs（１，，０）が出版

される。その後しばらく間を置いて、1916年、長編小説「黒い土jllerrancgra

(1196）を発表した。1833年、スペインでは、イサベルニ世の即位をきっか

けに、前王フェルナンド七世の弟カルロスを後継者に推すカルロス党が反乱

を起こす。第一次カルリスタ戦争である。これはイサベル派＝進歩派とカル

ロス党＝保守派との闘いでもあり、1860年まで、断続的に継続される。「黒

い土」は、この戦争を舞台とする歴史小説である。冒険あり、ロマンスあり

のこの小説は、構造がしっかりとした読み応えのある作品であった。筆者な

どは、この方向に進めば、名歴史小説家が誕生するのでは、と期待したのだ

が、その後、歴史小説は手掛けていない。なお、サンタウラリアが住むジロ

ナ県など北部カタルーニャはカルロス党の活動が活発だったところである。

翌年発表された「引き潮」Marcabaixa（1197）は、芭蕉、鮒↑、一茶など

の俳句を、日本人協力者と共に翻訳したもので、サンタウラリアの日本文化、

とくに俳句への傾倒振りをはっきりと示すものとして画期的であった。（これ

に先立ち、サンタウラリアはすでに日本語の学習を始めている｡）その後彼

は､2000年に文部省の奨励金を得て3ヶ月間日本に滞在し､その印象をPagodcs

igmtacclsUnviatgealJap6「五重の塔と摩天楼：日本への旅」（2001）という

旅行記に結晶させることになるのである。この作品は、伝統と先進性の混在
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する日本社会を作家の鋭い目で描いた傑作である。

この後、詩集としては、「水の中の光」Lallumdinsraigua（1196)、「草の上

の陰」Unaombraal，herba（1118）が発表されている。「水の中の光」は中世

に起源を持つ詩の競技会「花の宴」JocsFIoralsで1116年に最優秀賞を受賞し

ている。

「球根_lBulbs（1999）は、サンタウラリア初のロマンティック・ミステ

リーであるという点で意味深い。なぜなら、この後、一貫してこの方向性が

維持されるからである｡「黒い土」の巧みなストーリーテリングはここでも遺

憾なく発揮され、翌年、Serrad,ｏｒ評論家賞を受賞した。カタルーニャ語小説

最高の賞、サンヅョルディ賞を頂点とするいくつかの賞の中でも、ムンセラ

ー修道院)の出版部が｢''心となって選抜する歴史と権威のある賞である。翌

年、発表された「不在」Eabscnt（2000）には、幾分、迷いが見られ、前作

ほどの評価を得ることができなかった。しかし、2002年に満を持して発表し

たロマンティック・ミステリー「水色の'1重lU11sd，aigua（2002）は、傑作と

評判になりColumna賞を受賞した。４)この作品の舞台は、まさに作家の居住

するバニョラスで、湖水や、この辺りに多く見られる作物収穫のためのアフ

リカ人移民などが重要なモチーフとなっている。

3．「水色の瞳」

すでに述べた通り、日本語に作品力翻訳されていないサンタウラリアの作

風を垣間見られるように、以下に最新作「水色の瞳」の梗概を記す。

■主な登場人物

ライア：主人公の女｡性。作家サルバドー・イバールスについての博士論文を

書いている大学講師。

サルバドー・イバールス：三年前に湖で溺れ死んだとされる作家。

メル：生前イバールスが住んでいた湖沼地帯を訪れたライアが貸し別荘を借

りた不動産会社の社員。離婚暦あり。ライアに気がある。
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ドウーケ：イバールスの親友だった画家。気難しい性格の持ち主。イバー

ルスの晩年には仲違いしていたらしい。

ルイーズ：イバールスの妻。元編集者の美人のフランス女性。イバールス

の晩年には離婚状態にあった。

バヌー：イバールスの家で下男をしていた、アフリカからの違法移民。

■あらすじ

季節は冬。大学講師であるライアは、作家サルバドー・イバールスが溺れ

死んだとされている湖のほとりの別荘へ－ケ月の予定でやって来た。イバー

ルスに関する博士論文の、作家の伝記に係わる部分を仕上げに来たのである。

不動産会社の社員メルは、湖から離れた近代的なアパートを勧めたが、ライ

アは敢えて、湿気がひどく寒い湖畔の一戸建てを選んだのだった。メルの態

度にはライアに気があるようなところが伺われた。

ライアの精神状態は最悪だった。しばらく前に、親友に恋人を奪われてし

まったこと、元は有能な弁護士だったにもかかわらず、夫に捨てられた後は

｢ひきこもり」となってしまった母との確執、自分と母を捨てて恋人の元へ走

った今は亡き父親への複雑な思い、いろいろな悲しみや悩みが、湿っぽい別

荘の中に一人切りでいると一層募るのだった。

ライアはまず、作家の親友であったという画家のドウーケを訪ねることに

した。湖の近くに住んでいるのである。ドゥーケは五十過ぎだが、まだ十分

に男性的魅力のある人物だった。`性格は粗野で、それに相応しい荒々しい抽

象画を得意としていた。生前の作家についていろいろたずねるライアに対し

ては、「死肉をあさるようなまねはするな」と、無礼とも言えるほど不親切だ

った。ライアは腹を立ててその場を立ち去った。

落ち込み気味のライアのところに不動産屋のメルが、作家の別れた妻ルイ

ーズが、作家が住んでいた「蔦屋敷」を記念館にする件でこの村にやってく

るので、会えるように計らっても良い、という朗報を持って来てくれた。ル

イーズは作家の晩年、その元を去って画家ドウーケと同棲するようになって

いたのである。また、画家もそれと前後してイバールスと絶交していた。

ジュゼップ・ナバロ・サンタウラリアとその文学６３

Hosei University Repository



ルイーズはとても魅力的な女性だった。イバールスがパリに本のプロモー

ションで行ったときに世話をした編集者で、そのままイバールスについてス

ペインへやってきて結婚してしまったのだった。イバールスに関することで

特に目新しい話が聞けたわけではないが、一つ奇妙な物を見せてくれた。作

家が大事にしまい込んでいた、少し焦げた女の子用のパジャマである。イバ

ールスが幼少の頃、唯一仲のよかったモニカという従姉のものだった。女の

子は流行り病で死んでしまい、その衣服などは全部焼かれてしまった。パジ

ャマは、すんでのところでイバールスが炎の中から取り出したものだったの

だ。

イバールスは夜、泳ごうとして飛び込んだときに、過って頭を打ち溺れ死

んだということになっていた。ライアはその死に方にわずかながら疑問を感

じていたのだが、ルイーズに案内されて彼らがよく泳いだという場所に行っ

てみて、その死因がおかしいということを確信したのだった。地形から行っ

て、頭を打つなどということが考えにくかったからである。では、どうやっ

て死んだのか？作家の死に係わる謎は深まって行く。

イバールスの生前、「蔦屋敷」には、黒人の大男バヌーが下男として雇われ

ていた。アフリカからの不法移民だったのだが、作家に雇われた後、労働許

可を取得、妻を呼び寄せて、一女一男をもうけていた。雇ってもらったこと

を恩義に感じるバヌーは、忠実な下男であった。大酒のみで、しばしば飲み

つぶれるイバールスの世話をよくみていた。バヌー一家はイバールスの死後

間もなく屋敷を出て、アパートで暮らすようになっていた。

意外なことにドウーケがライアを訪ねてきた。先日のお詫びに自作の絵を

届けに来たというのである。これがきっかけで後日、ライアは再びドゥーケ

のアトリエを訪ねることになる。ドウーケは自分が征服した女性を絵に描き

コレクションをしていることを知り、ライアはますます反感を募らせた。（ド

ゥーケはすでにライアの肖像を描き始めていたのである｡）しかし、なぜかそ

の男｣性的魅力には抗しきれず、ついに関係を持ってしまう。ただ、イバール

スとの仲違いの原因については納得の行く答はえられないままだった。ルイ

ーズとの三角関係かとも考えたが、イバールスはむしろその関係を認容して

６４田瀞耕
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いたらしかった。ドゥーケは絶交して以来イバールスにはその死まで一度も

会ったことはおろか口をきいてさえいない、と言った。

今は海岸に近いところに移っているルイーズからライアに連絡があった。

見せたいものがあるというのである。訪ねて行って見ると、それは、ある売

春バーのコースターだったｃその裏にはある女の名前と電話番号が記してあ

った。

ライアは、現在はガソリンスタンドを経営しているバヌーにも会いに行っ

た。イバールスの屋敷を出た理由をたずねたが、子供も大きくなり始めてい

たし、そろそろ独立してもいいころだと思ったという暖昧な答しか引き出せ

なかった。会話中、なにかそわそわしているバヌーの様子はライアに疑念を

抱かせるに十分であった。

ライアは、自分に気があるメルを利用し、無人の「蔦屋敷」に入れてもら

った。いろいろ探し回った末、暖炉の燃えカスの中から、少女の足先のよう

なものが写っているポラロイド・フイルムの切れ端を見つけ出した。さらに、

電話料金の請求書から、死の当日に「蔦屋敷」からドゥーケヘの通話があっ

たということも突き止めた。

このとき、屋敷の床を汚すことを嫌ったメルは裸足で歩いていたため、何

かで足を切ってしまった。血で汚れた床を拭くときにライアは、床板の隙間

にガラスの破片が挟まっているのを見つけた。もしかするとイバールスの眼

鏡レンズの破片かもしれない。だが、強度の近眼だったイバールスの眼鏡の

破片が、なぜ事故現場ではなく、ここにあるのか？ライアは事の真相の一

端を垣間見たような気がした。

ライアは自分が集めた証拠を持って、ドウーケをバーに呼び出した。電話

の領収書、村の眼鏡屋で眼鏡レンズだと確認してもらったガラスの破片をド

ゥーケに見せて、真相を話してくれるように迫った。しかし、イバールスか

らの電話は罵譽雑言が留守番電話に記録されていただけで話してはいない、

レンズの破片などなんの証拠にもなりはしない、と上手く言い逃れられてし

まった。

あまり気は進まなかったものの、ライアはコースターの女に会いに行った。

ｼﾞｭｾﾞｯﾌﾟ･ナバロ･ｻﾝﾀｳﾗﾘｱとその文学の
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女は童顔で小柄のロシア人女`性であったｃその話によると、イバールスは馴

染みの客で、しばしばホテルに呼び出されて、幼女のかっこうをさせられた

という。そのとき写真を撮られたことはあるか、という問いに、女はない、

と答えた。写真に写った幼女の足の先。しかし、それはこの女のものではな

い……ライアはそのとき事件の全貌に気付いたのだった。

ライアはバヌーが住む移民街を訪ね、彼を公園でつかまえることができた。

ライアは自分の推理をバヌーに話した。少女偏愛性癖を持つイバールスがバ

ヌーの娘に興味を持ち、ついにはバヌーの留守にその体に触ったり、写真を

撮ったりしたのではないか？それを怒ったバヌーが作家を殺したのでは？

と。ついにバヌーは自分が作家を殺したことを認めたが、事故だったという。

バヌーの妻が掃除のときにたまたま娘の裸の写真をみつけ、バヌーに見せた。

それを持ってバヌーがイバールスを問い詰めると、いつものように酔ってい

た作家は殴りかかってきた。攻撃をかわしているうちに、はずみで突き飛ば

してしまい、頭を暖炉の角で打った作家は息絶えてしまった、というのであ

る。

慌てたバヌーは、作家の友人として以前から見知っていたドゥーケに電話

をした。（これが死亡当日の通話だった｡）バヌーを気の毒に思ったドゥーケ

はすぐにやって来て、偽装工作を手伝ったのだった。

ライアは、ドゥーケの元を訪ねた。すでに真相を聞きだしたことをドウー

ケは知っていた。イバールスと絶交した理由は、その少女偏愛性癖を非難し

たことだった、ということをドウーケは明かしてくれた。事件を表ざたにし

たくないドゥーケは証拠を引き渡すようにライアに迫った。真相を警察に話

す気がなくなっていたライアは、自分の肖像画と引き換えに渡してもいい、

と答えた。画家は当初渋っていたが、ついに折れて交換に応じた。

こうしてライアの「調査」は終った。イバールスとドゥーケ、強烈な個､性

と付き合うことにいささか疲れていたライアは、平凡だが、いろいろと気を

過ってくれた不動産会社のメルに安らぎを見出すようになっていた。二人の

関係の進展がほのめかされ物語は終る。
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４．まとめに代えて

－ジュゼプ･ナバロ･サンタウラリアとの対話5)－

カタルーニャ語文学の現状、自らの文学的位置づけ、カタルーニャ語とス

ペイン語の問題、などに関するサンタウラリアとの一問一答を以下に掲載し

て、本稿のまとめに代えたい。

－カタルーニャ文学の現状をどう見ますか。たとえばスペイン文学やフラ

ンス文学と比較して。カタルーニャ語文学に未来はあるのでしょうか。

－－全体的に見て、カタルーニャ文学は、デンマーク文学、スウェーデン文

学、オランダ文学など、言語人口が似通った言語の文学に十分匹敵する水準

にあります。小説家、詩人、劇作家、いずれもレベルが高く、その意味では、

かつてないほど隆盛であると言えます。しかし、当然のことながら、作家の

数においては、フランス文学、英文学、独文学、スペイン文学には及ぶべく

もありません。

カタルーニャ文学の将来については、私はあまり楽観していません。一つ

の文学が正常に成立するためには、正常な言語状況、環境が必要です。カタ

ルーニャ語の社会的使用は衰退傾向にあり、このことがいずれはカタルーニ

ャ語文学に否定的な影響を及ぼすでしょう。解決法は、我々の言語を断固と

して防衛することしかありません。デンマーク語、ギリシャ語、オランダ語、

スウェーデン語は、それぞれの国家の公用語になっていて、カタルーニャ語

よりも確固たる基盤を持っています。カタルーニャ語は歴史的には重要な言

語ですがＥＵの公用語にさえ指定されていません。国家に分割されたヨーロ

ッパの中で、カタルーニャ語は稀有な状態に置かれているのです。つまり、

国家を持たない言語として現在まで生き延び、しかもレベルの高い文学を生

み出したのですから。しかし、我々はさらに毅然とした態度で言語を守り、

日常生活でもっと使われるようにしなければなりません。さもないと、将来

は暗いものとなってしまうでしょう。

－その中で、あなたは自分の文学をどのように位置づけていらっしゃるの
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ですか。

－難しい質問ですね。私はどちらかと言うとアウトサイダー的で、どのグ

ループにも属していません。文蝋にはあまり興味がないのです。（文壇と文学

は別物ですから｡）つまり、文学界の動きや流れからは外れているわけです。

もしかすると、個人主義的な傾向が強すぎるのかもしれません。ただ、私は

作家としての創作意欲では人に負けないつもりです。（作家というものは、虚

栄を張ることなく、意欲的でなくてはならないと思うのです｡）私はしっかり

とした構造を持った、よい仕上がりの作品を残したいと思っています。つま

り、後世に残るような作品です。（そのような作品は実に少ない｡）思う通り

に行くかどうかわかりませんが、できる限り努力するだけです。自分のスタ

イルと技術を磨き続けるしかありません。作家にとって最も重要な資質は

｢頑固さ」だと常々思っています。「七転び八起き」（作家は、日本語でこう言

った｡）の精神ですよ。

－詩集、俳句、歴史小説、推理小説、旅行記、とさまざまな種類の作品を

発表していらっしゃいますが、それは自分が本当にやりたいと思うことを模

索しているのですか、それともほかに何か意図があるのでしょうか。今後も

この傾向は続くのでしょうか。

－たぶん、私が旺盛な好奇心の持ち主で、少しもじっとしていられないと

いうことが原因なのだと思います。いろいろなことをするのが好きなのです。

いつも同じ道を歩いて行くということは苦手です。小説を書いているときに

は、前作とできるだけ違ったものにしようと努めさえします。これは好みの

問題ですから、これからも変わらないでしょう。劇作も手掛けてみたいと思

っています。何度か試してみたのですが、今のところ上手く行っていません。

まだまだ勉強が必要ですね。

－あなたの日本文化に対する興味は、どこから来ているのでしょう。ご自

分の作品に日本文化の影響が見られると思いますか。

－私が日本文化に興味を持つようになったきっかけは俳句に出会ったこと

です。４０歳の頃で、ほんとうにショックを受けました。魅了されてしまった

のです。俳句のおかげで、日本を訪れ、日本語の勉強を始め（いつかマスタ
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－できればいいのですが)、陶器、絵画、建築等々の日本美術に親しむように

なりました。カタルーニャ語で俳句も作り始めましたし、日本についての本

も書きました。俳句を読んだり、書いたりし、ほんの少しですが、日本の社

会に足を踏み入れることができるようになったことに私はとても満足してい

ます。当然、日本文化、とくに詩は、私の作品に大きな影響を及ぼしていま

す。小説でも詩でもそれは同じことです。簡単に言えば〈西洋の作家は、大

きなテーマを扱うには「大きな」ことばが必要だと思いがちです。しかし、

俳句は「小さな」ことばで、昔からある大きなテーマを扱うこともできるの

だということを教えてくれます。日々のことば；とるに足らない小さなこと、

はかない感情（それらが俳句の基礎だと思うのですが）の中に読者は深みを

感じ取って、引きつけられるのです。大袈裟なことばには用心せよ、直接的

な物言いはせずに包み隠して表現せよ、示唆し、暗示せよ、自然で簡潔で謙

虚であｵ１－俳句はこのような文学の奥義を、まことに有効な方法で教えてく

れるのです。

－カタルーニャの作家の中にはスペイン語で作品を発表する人もいますカミ

どのように思いますか。

－－言語を選ぶ基準は、商業的な計算であってはならないと思います。事実、

カタルーニャ語のすぐれた小説が、スペイン語の凡庸な小説よりもはるかに

売れることはあるのですから。私は誰も批判するつもりはありません。文学

は自由なのです。私はただ、自分のことば、カタルーニャ語で、よい作品を

書こうと努めるだけです。スペイン語はたしかに偉大な言語ですが、私のこ

とばではありません。スペイン語で書いても、自分の作品のような気がしな

いのです。確かに、ときには（落ち込んでいるときには)、そのうちカタルー

ニャ語が消滅してしまって、私の作品も死滅した言語で書かれた文書になっ

てしまうのかもしれない（私自身もそのときには死んでいるでしょうが）と

考えることはあります。そんなときには、自分のことばがもっと正常な、使

用者人口の多い、前途洋洋たる言語であればよかったのにと思うこともあり

ます。英語や日本語やスペイン語のような。あるいは、私が大好きなイタリ

ア語のような。しかし、そう思ったところで、どうしようもありません。い
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くつかことばは勉強しましたが、自分の言語はカタルーニャ語ひとつだけな

のです。

■注釈

(1)ここでは、詩、戯IilI、評論などにはとくに触れずに、小説を中心に論じている。もち

ろん、ここに挙がっている作家の中には小説以外の作品を残している人も少なくな

い。

(2)「ダイヤモンド広場」（女のロマネスク７、品文社、朝比奈敬訳、1974)。ただし、フ

ランス語訳からの重訳である。この作品は、詩的とも言える繊細なカタルーニャ語で

綴られており、将来、原語から直接翻訳されることがW]侍される。

(3)AbadiadeMontscrrat・'１１世以来のカタルーニヤの聖地Montscrrat山に建てられた修道

院。ブランコ時代には、カタルーニャ文化保存に中心的な役割を果たした。

(4)たとえば､バルセロナの有力全国紙LaVanguardia(2003-4-16)で評論豹oanSolanaは

「この作家の新たな頂点」と評し、サン･ジョルデイ世の有力幟liに挙げている。残念

ながら受賞は逸したが。

(う）2003年、法政大学特別研究助成金を受けて渡西し、サンタアウラリアにインタビュ

ーをすることができた。その内容をまとめたものである。
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